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 緊急事態宣言の解除から約一カ月が経ち

ました。東京をはじめ各地で感染者の数が

増えて来ています。“ウイズコロナ”という

言葉もありますが、しばらくはコロナとの

共生が求められるようです。と言いまして

も、新型コロナウイルスがもたらした脅威

は私たちの健康だけではなく、経済にも影

響を及ぼしています。これから深刻な不況

になるのではないか、とも言われています。

この先を見ますと、明るい未来が待ってい

るようには思えない方も多くおられるので

はないでしょうか。ある人は今の状態を「闇」

と表現していましたが、まさにそのような

表現がピッタリなのかもしれません。先行

きが見えない中にあって、聖書のことばに

希望を持って頂きたいと願います。 

 今月の聖書のことばにはイエス様が次の

ように言われたことが記されています。 

「わたしは世の光です。わたしに従う者は、

決して闇の中を歩むことがなく、いのちの

光を持ちます。」イエス様はご自分のことを

「世の光」と言われました。「世」とは、ま

さに私たちが今生きている世界のことです。

聖書によれば、この世は神様が創造しまし

た。最初は罪のない、非常に良い世界とし

て造られました。しかし、人が神様の命令

に逆らったことによって、この世に罪が入

りました。これは、この世に闇が入り込ん

できたとも言い換えられます。この世に闇

があることは、自分自身の心を見つめて気

づいている人もいるでしょうし、社会のシ

ステムを見てもそれは明らかです。犯罪が

起こった時のために存在する警察、お店に

は盗難防止システムがあり、スピード違反

イエスは再び人々に語られた。「わたしは世の光です。

わたしに従う者は、決して闇の中を歩むことがなく、い

のちの光を持ちます。」【ヨハネの福音書 8章 12 節】 

 



～集会案内～ 

〇日曜日：第一礼拝 9:00～ 第二礼拝 11:00～ 〇水曜日：聖書研究祈祷会 10:30～12:00 

教会学校 10:00～10:40（子どもから大人まで）         19:30～21:00 

〇毎月第 2火曜日：ユニケの会 10:30～12:00（休止中。子育てなどをしている方のための集い） 

聖書に関する疑問等ございましたら、遠慮なくご連絡ください。また、当教会は、エホバの証人

やモルモン教、統一教会等とは一切関係のない、プロテスタントキリスト教会です。 

を取り締まるための装置やどこにでも設置

されている監視カメラがあります。これら

は、この世が罪にまみれ、不正にまみれ、闇

が入り込んでいることを表しています。更

には、病気のこと、これから先の人生のこ

となどに不安を覚え、「闇」を感じている方

もおられるかもしれません。そのような闇

の世にあって、イエス様はご自分を「世の

光」だと語られました。光が活躍するのは

闇の中です。ご自分の人生が闇であること

を覚えている人にこそ、光であるイエス様

が必要です。私たちが特に不安を覚えるの

は先行きが不透明な未来に対してではない

でしょうか。自分のこれからの未来のこと

や自分は死んだらどうなるのか、という漠

然とした不安を抱えている方もおられるか

もしれません。しかし、そのような不安を

抱えている人たちに対して、イエス様はご

自分が世の光であり、イエス様に従う人は

決して闇の中を歩むことはなく、いのちの

光を持つと語りかけて下さっています。「い

のちの光」とは「いのちを与える光」または

「いのちへと導く光」です。このいのちと

は、永遠のいのちを指しているわけですが、

これは地上で死なないいのちではありませ

ん。神様と共に生きるいのちです。この地

上にあって、神様と共に歩み、この地上を

死んでもなお、天の御国で神様と共に生き

るいのち。それが、永遠のいのちです。イエ

ス様の光の中を生きる時、私たちはその「い

のち」へと導かれていきます。イエス様と

共に歩む人生は、決して闇ではありません。

先行きが見えない今の時代だからこそ、闇

のように思える今の時代だからこそ、真の

光を、私たちの人生を照らして下さる本当

の光を手にして頂きたいと願います。 

 

 

◆コラム 

新型コロナウイルスは、教会の活動にも影響

を及ぼしています。多くの活動を休止・中止せ

ざるを得ない状況が続いています。2021 年の

こともそろそろ考え始めなければならない時

期に来ていますが、一日一日を過ごすことが

精一杯で、先のことまで考えられないという

のが正直なところです。しかし、一つだけ希望

があります。光であるイエス様が憐れみのう

ちに私たちを導いてくださるという希望で

す。ある意味においてクリスチャンは楽天家

かもしれません。光であるイエス様に頼るの

みです。 


